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第１回自動車業務委員会開催！ 

「総合労働協約改訂等」について 
会社に申し入れる！ 

８月２３日、ＪＲ四国労組は「第１回自動車業務委員会」を開催した。経過と

して、「ＪＲ四国労組本部第４２回定期大会」について報告し、大会において確

認された２０２３年度運動方針とともに「ユニオンビジョン２０２３」の実現に

向けた取り組みについて共有を図った。その後、議事において、勤務制度・賃金

制度等の改善を求める「総合労働協約改訂等」交渉にむけた要求内容を議論した。

特に、お客様の利用が回復傾向にある中、積年の課題である基本給の改善をはじ

め、労働条件の改善を通じた人財確保に注力しなければ、人手不足を助長しかね

ず、収入確保に資する続行便の運行等もままならなくなるといった、職場の窮状

を訴える声があがった。続いて、９月６日に予定している自動車支部第４０回定

期大会の運営等について協議し、４年ぶりにレセプションを含む形式での開催と

し、傍聴者の参加などコロナ禍以前

の形式に戻すことを確認した。さら

に、次年度以降の支部・分会の活動

計画についても意見交換し、コロナ

禍による行動制限等が緩和された

ことを受け、レクレーション活動等

を通じたコミュニケーション機会

の創出に向けた検討状況を共有し

合った。 

そして、８月２４日、会社に対して「総合労働協約改訂等」についての申し入

れを行った。今年度に入り、インバウンドを含む人流の活性化に伴い、収入の回

復傾向が続いているなど明るい兆しが表れてきたが、これは安全安心輸送を継続

してきた組合員の努力の賜物であり、今後も組合員の力が欠かせない。組合員が

生き生きと勤められるためにも、職場の活性化と勤労意欲の高揚を図るべく、総

合労働協約改訂による労働条件改善を果たさなければならない。（別紙参照） 
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